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意味は大きい．そして Geographyof Market Centers 
andRetailDistribution (1967）が奥野隆史，鈴木安
昭，西岡久雄によって 1970年に翻訳されて（『小
売業・サービス業の地理学』），この方面での理解
に貢献した． したがって，これらの翻訳書出版以
後には，都市の階層性についての認識は木内信蔵
さんの影響が少なかった東京大学（山口岳志さん
が早く亡くなられたので空白の部分があるにまた
都市地理学の授業が高野文男さんの60年代末に
着任までーなかったといわれる東京教育大学（中川
-4-
浩ーさんからの話）出身の研究者にも入り込むよ
うになったと見ている．地域構造研究会の最初の
頃には関東の若手研究者にはクリスタラーって誰
という風に見ていたのだから．
渡辺先生の研究が主に英文で公表されたため
に，外国での評価に比べて日本の学界の中での影
響が少なめに終わったとと，東京に移られてから
の研究・教育環境が必ずしもマッチしなかったこ
とから（東北地方と首都圏との差も大きく影響し
たようにも思われるが），その後の中心地研究への
大きな飛躍には結びつかなかった．授業を受けた
学生たちはみんな先生の中心地研究への情熱を読
み取っていたようである．それが生かされなかっ
たことを残念に思うし，パックアップできなかっ
た私自身の非力も痛感している 自分自身都立大
学に呼ばれて新たな世界がひらけ， 10年近く先生
と一緒に研究室に勤務できたことに感謝してい
る．先生が亡くなられた翌年に，心置きなく都立
大学を去ることが出来た
心からご冥福をお祈りします．
最後に，奥様を始めとしてとこにお一人ごとの
お名前を挙げることはできないが，多くの方から
お話を伺い情報を提供していただいたことに御礼
申し上げます．
2003年7月
（流通経済大学経済学部）
